
 

 

 

 

 

「磨」き合って輝く一年に!!～始業式で伝えたこと～ 

８０年の歴史を誇る長崎市立長崎中学校。長崎の名を継
ぐ学校の校長であることに使命感を持ち、今年も「いつも
心に長崎を」抱く生徒の育成に全力を尽くす覚悟です。よ
ろしくお願いいたします。 
さて、始業式で２、３年生に伝えたことを紹介します。 
 
４月１日。職員が一同に校長室に集い、こんな一学期、

一年間にしたいなぁという思いや、今の心境を漢字一文字
で表し、その漢字にこめた思いを発表し合いました。 
私は、自分自身そして長崎中をこうしたいという思いをこの一字に託したいと思っています。そ

れは「磨」という字です。 
「磨」という字にはこすってきれいにする、艶を出して光らせるといった意味があります。皆さ

ん、泥団子を作り、磨きに磨きまくった経験、ありませんか。全く光ってなんかいなかった泥団子
でさえ磨けば光を放ちます。 
ではなぜ、磨けば「光る」のでしょうか。磨くことで、表面のデコボコが削られ表面はだんだん

平らになります。表面が平らになると、光がそろって反射するようになり、人の目には 「光って
いる」 と映るわけです。 
つまり、磨くことで「光る能力」が引き出されるわけです。 

「腕を磨く」という言葉があります。これは腕をこすってぴかぴかにするのではなく、努力を重
ねて、学問、技術や芸をますます上達させるという意味になります。 
光る才能や良さ。みなさんに備わっています。それが光るかどうかは努力を継続し、経験を積む

という「磨き」にかかっているわけです。泥でさえ、団子としてかたまり、磨けば光るわけです。
今年一年、自らを磨き、お互いに磨き合いましょう。 
 今年、ここにいる多くのみなさんは「コッコデショ」に挑戦します。直接担ぐことはない人も、
コッコデショあるいは長崎をテーマとした学びを深めていきます。先生方そして指導者の方々は皆
さんを磨きにかかります。みなさんもお互いに関わり、磨きあって、輝きを放ってください。 
「なりたい自分を思い描き、工夫と挑戦を続ける生徒の育成」。この育成課題は今年も継続して

いきます。 
そして「いつも心に長崎を」。この合言葉も、変わりません。育成課題と合言葉に基づいて磨き

合う。そんな令和８年度にしていきましょう。 

 

新入職員紹介～お世話になります～ 

 
久保 登喜三 先生 社会 三川中学校より 
前島 良   先生 理科 横尾中学校より 
池田 あすか 先生 保体 東長崎中学校より 
村上 良生  先生 技術 日吉中学校より 
滝元 里奈  先生 養護 新任 
荒木 知敏  先生 美術 非常勤講師 
林  涼子  先生 学校支援非常勤講師 
北川 里実  先生 スクールカウンセラー 

 いつも心に長崎を 第１号 
 

令和８年４月９日(木) 

長崎中学校学校だより 

校 長  鬼塚 喜隆 

ブラッシュアップ!! 

４月１日の校長室 

笑顔があふれていました!! 


